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半農半漁棚田地帯における農漁家・農漁業の全体構図
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嬰約
1 
本稿では，肥前町の実態をモデルに，またこれまでの半農半漁実態調査を踏まえて，海浜棚田地帯の
半農半漁村の農漁業の全体構図を描いた。その結果，農業においては，畑作の壊滅，少数の専業的畜産
複合経営の形成と多数の兼業稲作農家への農民層の分化といった海浜棚田地帯に共通する現象を確認し
たが，同時に棚田の存在状況も比較的良好な地区から極めて悪条件の地区まで、多様で、あること，また漁
業においても，恵まれた資源条件を利用した発展的な展開を本す地底も存在することが判明した。つま
り海浜棚田地帯の多様性が確認されたわけで、ある。そして，棚田条件および漁業条件とも比較的良好で、
あることが，半農半漁構造が基本的に維持継続されていく基礎的条件であると判断された。
しかし他方，このような条件に恵まれていない一一概田(農地)条件も漁業条件とも悪条件下にある
一一多くの場合の将来展望を如何に見いだすかの研究課題が残されている。その意味でも，具体的各論
としての f条件不利地域J研究が緊急に求められている。
Summary 
As the results of our recent surveys of the several villages at the northern coastal regions in 
8aga Prefecture， we got following conclusions. 
The production of the upland crops decreased rapidly after the1960s. We find a few full-time 
farm households who manage dairy cattle one side.But on the other hand we find many farm house-
holds earned main income from other jobs. 
In those villages not a litle households manage not only agriculture but also fishing. Farming 
conditions are very strict. Because generally coatal regions are handicapped areas. On the other 
hand fishing conditions are not always strict. Because they can catch many五shes.80 at these vil-
lages they continue fishing. And they continue farming too. 
プロ口ーグ一一課題一一
(1) i海浜台地Jにおける半農半漁村の3類型
一一概田稲作型と台地掘作製と田畑作型一一
「海浜台地学」の体系化を目的に，この閤， し
ばらく半農半漁村舗の農漁業・農漁家の実態を追っ
ているが，実態調査結果を重ねた結果，半農半漁
村の多様性が明確になってきた。そして，その要
四として地形的条件に規定された漁業種類の多隷
性及び農業の地目構成の違いが挙げられる。そこ
で，農業の地自構成の違いを基準として半農半漁
村の存在形態の違いを見ると，さしあたり，棚田
稲作型，台地畑作型，田畑作型の3類型(註1) 
が措定できる。台地畑作型は「海と台地JVol.ll 
(註2)で取り上げ，田畑作型はi毎と台地JVol.10 
で取り上げた。そこで，本稿ではもう lつの類型
である棚田稲作型の事例分析を課題とした。佐賀
12 小林恒夫
県東松浦半島は臼本でも有数の「海浜台地Jであ
ることから台地周辺の甑権部には広く海浜棚田地
帯が形成されている(註3)ため，この地域には
棚田稲作型の半農半漁村が多く存在する。
(2) 課題と方法
そこで本稿では佐賀県東松浦半島周辺臨海部の
海浜棚田地帯における半農半漁村として，農漁家
世帯数の中で半農半漁世帯が比較的多い集落とし
て，無作為に肥前町D集落を取り上げ，農漁家悉
皆調査を行った。
分析課題としては，これまで同様，農家・漁家
の就業構造の特徴とその変容実態，および農地利
用の問題点の解明の2点に注自する。そして本稿
では，これまで取り上げた類型と比較しつつ，前
者においては今日「半農半漁J世帯がいったいど
の程度存続しているのか，またその要国は何かに
ついて，後者においては畑地や整備農地に比し未
整備棚田の利用の問題点にとりわけ注目したい。
(註1)仮説的だが，このうち[11:1裂が原型であり，1960
年以降の務遇制作物の紛入場加Iのもとでそれが
縮小・消滅したタイプが棚田稲作型であり， 1:n 
地造成によって対lIf乍が強化されたタイプが台地
対11作1\~であると考えるが，この点は調査をm:ね
つつ検証していきたい。
(註2)小林恒夫 (2000)参照。
(註3)小林恒夫(1998)参照。
1.調査集落の農漁業の特徴と実態寵査の具体的
分析諜題
一一センサス集落カードを手掛かりに一一
行) 海浜棚田地帯
棚田地帯の半農半漁村として肥前町D集落(地
区)を選定した。関1にD地区の立地状況を模式
的に描いた。 漁港に接して密居集落が形成され，
その後背地に棚田とL1J林が形成されている。
次いで表1にセンサス集落カードからD集落の
農業・漁業に関する主要項目を整理した。 1980年
代までは畑地率が3分の lを占めていたが，その
後畑面種は激減し， 1995年で、は水田率が88%を占
め，海浜棚田地帯としての性格を強めている。
(2) 半農半漁世帯の維持・存続
自営兼業が漁業である兼業農家，すなわち半農
半漁世帯数は1970年に17戸だ、ったが， 1995年でも
15戸となっており， 1999年調査時点でも14戸確認
(実態調査)され，半農半漁世帯が維持・存続さ
れている実態が判明した。その要因はどこにある
のかのメカニズム分析が求められる。
(3) 農家の兼業深化
半農半漁世帯も含め，農家のほとんどは非農業
就業を兼業し， 1999年調査結果では夫嬬ないし 2
世代農業専従者を擁する専業的農家は3戸のみで，
D集落の農家も全般的に兼業化を深めている。オ
ール兼業化の状態に近い。このような状況は海浜
棚田地帯の一般的状況と言えるのかどうかが課題
となるが，それを解明するためには集落調査の継
続ないし統計的把握が必要となる。
(4) 稲作と肉用牛肥育の2部門に特化
D集落の農業部門としては稲作と肉用牛肥育経
営以外は見あたらない。これも海浜棚田地帯の農
業展開の一般的状況と言えるのか，この解明にも，
上記の方法が同様に求められる。
(5) 借地の展開と耕作放棄の増加
水田の借地が一定程度進展している。しかし，
それ以上に水田の耕作放棄が進んでいる。その実
態と要因を解明しなければならない。
2.世帯類型
林 一一半農半漁世帯(農漁家)の広範な存在:
図1 D地区の住居と耕地の存在状況
(北西(左)から南東方向(右)への甑面図)
典型的「半農半漁j村
D集落の農j魚、家悉皆調査結果を表2・表3に示
す。また，図2は在系世帯員の農業・漁業及びそ
れ以外の勤務の3種のそれぞれの仕事への関わり
合いによって世帯類型を分類したものである。図
からtJ、下の諸点が分かる。
lつは，農漁業関係世帯が総世帯数の66%を占
半農半漁棚悶池帝における農潟、家・農漁業の全体構図 13 
表 1 D集落の農漁業の推移 (単{な:戸， a，台，頚，人)
1960 1970 1975 1980 1985 1990 1995 1999 
専業のj二r!J:.a~ :if出主人 [1のいる咋染) 5 3 (一) l( 1) 1(一) (-) 1 ( 1) 
民家数 第 I穂兼業 32 23 12 9 2 2 2 
第E稜兼業 12 20 33 34 39 34 31 
非農家数(総戸数) 12(58) 11(55) 19(55) 23(53) 
7](a 1，773 2， 150 2，154 2，429 2，330 2，137 2，265 2，170 
経営耕地問稜 {I 1，500 1，400 1，143 1，288 410 412 299 569 
樹園地 90 271 197 75 
保有山林面積(うち人工林)註:ここのみha 8 14( 2) 13(一) 13( 2) 6(-) 15(-) 9( 0) 9 
1，644 2，120 2，031 2，024 2，123 1，788 1，993 2，117 四四戸ーーーーーーーー 加叫甲田F ーーー -ー-由司叫崎砂押『ーー- ---------時叫 四『ーーーーーーー一世
麦類 1，710 1，084 25 182 121 古品叩昨時---ーー ーーー ーーー 世ー#伸明時晴『押--ーー ーーー ーーー---制叩押--ーーーーーー --冊目『四ーーーーー 一一ー---酔冊目戸『ー ーーー -ー---時四時 『ーーーーーーー』世曲 四回明ー『ーーーーーー 世田山『甲ーーーーーーー 叩-----再再甲田宇目『
作物種類別収悲 いも類 905 720 313 149 21 20 2 一ー曲四冊目 F ーー 一ーー回目叩叩再ー平『 一ー ・ー由世田叫冊目 『ーーーーーー--世叩 F再『ーーーー一一一世 世品昨日間ー『ーーーー 由ー日明帝再
面積 豆類 432 140 104 101 24 13 
一ー一一一司回目--ー 一『ーー 一ー一世由時時四 四『ーーーーーーーー世 冊目同--甲ーーーーー ーー世間四時戸『ーーー
野菜類 229 340 596 117 99 39 4 10 ーーー ーー一一』曲目冊目時ーー ーーー ーーー ーーー ーー由曲目時間鴨ーー ーーー ーーー ーー骨時貯---ーーーーーー 四ー四四時 ーーー 『ーー ーーー ---時刊四四ーーーーーーー 』判明時叩F -ーー 一ーー』時叩時再開『ー ーー一-ー目出冊目Fー ーーー回世』ーー -ー-ー』
飼料用作物 10 20 145 135 283 340 490 
肉JfVl二 農家数(肥育午20頭以上) 19(一) 3(一)
3( 1) 3( 1) 4( 1) 3( 1) 2( 1) 
頭数(うち刊加めす) 38 22( 4) 8( 1) 30( 8) 43(10) 45(22) 91 (58) 79(34) 
農産物販売額第l位 F前{乍 35 38 36 33 30 25 25 
の部門別農家数 肉用牛 l l 3 2 
農業n~~長 単一経営(稲作) 29 30 28 25 25 
農家数 複合走路(うち準単…複合) 7( 7) 4( 3) 3( 2) 3( 3) 4 
100万円未満(うち販売なし) 49 45(10) 44( 7) 38( 7) 28( 8) 31( 5) 31(4) 一ーー ーーー 一ー世田四回目ー『ーー ーーー ーーー ーーー抽出抽品開----ーー 一ーー一一冊目時晴--一一一一一ーー四日即時 同『早『ーーーーーーー“ 四四回『ーーーーーーー 由時四時ー--ーーーー 一ー・凶世叫四四--ーー
農産物販売金額 100~300万円 l 1 5 13 4 2 ーーー ーーー一一一回国曲四骨押『宇--ーー ーーー ーーー 』ー品時時晴叫--ー ーーーーー--由時四四 ーーーーーー 一ー世由自 昨時四戸押ーーーーーーー 古ー品即時間--ーーー -ー---世間四時-- 一ー一一回世叩叩再Fー ーー--曲目国司世田叫品目
別農家数 300~500万円 l 
--ーーーーー ーーー ・ー・自由曲由時貯時ー--ーーーーー ーーー---品即時時間 -_-.・ーーーー世世+ 『ー司・ーーー ー 自ー由時四四ー『ー一ーー --田W時四Fー ーー.回世田四回明押『 ーー一ー 由ー時四 『一ー一ー.飾品目時四 --ーー』一ー一一一・・ー』
500万円以上(うち1，∞ωrj[似 1-.) 1 ( 1) 1( 1) 1(-) 
0.5ha米j前 18 10 13 8 15 7 7 8 』四品世間四四母国『ーー ーーー ーーー』自由四時冊目--ー『ーー ーーー ーーーー 曲目時間--ーーーーー 時曲品即時戸朝ーーーー 一ーーー 曲ー目曲目骨骨ー --ーーーー--】世田 町田ーーーーーーーー国 四四日戸ーーーーー 由ー時 明開『ーーーー『ーーーーー
経営耕地境伎別 O. 5~1. Oha 22 24 21 19 20 17 14 16 一ーー 』ー白時時時四四ーー ーーー ーーー ーーー 世ー世間冊目----ーー ーーー -ー--四四時『ーーー ーーー ーー世即時時--ーーーーーーーー--曲叩 戸『ーーーーー -ー-曲 時---ーー 一ー一ーー -働時貯目弔ーーー 世ー間日---ーーーーー -叫冊押『ー四日目ー『同ー
農家数 1. 0~2. Oha 9 11 10 16 6 6 5 3 ーーー ーー』由品即時四『ーー ーーー一一ー一一ーー・由時叫冊目『苧『ーー ーーー -ー--世間刊明『ーー 一ー一一一古品冊目目『 ---ーーーーー 曲ー目同 冊目---ーーーーーー 世ー帯四再宇『ーーーー -由時間『叩品目向田再開『
2.0ha以上(うち3ha以上) 一(-) 1(一) 1(一) 1(一) 1 ( 1) 1(う 2( 2) 3( 2) 
f許入殺打也のある 農家数 6 15 15 12 3 15 9 
農家数・面積 間積(うち知1) 150(16) 236(54) 177(一) 206(一) 7l( ) 677(180) 694(320) 
不作1'.1-地面積 水田 20 18 91 43 88 17 
畑 80 20 765 27 105 13 
拶t1/1ヒ放棄地 農家数 34 24 27 32 25 
菌tf(以前が水田) 963(274) 535( ) 977( ) 907(277) 856(89) 
殺1:*云機・トラクター 総安土39 総長女41 49・2 42・11 28・20 26・30 26・24明ーー ーーー ーーー -ー-由両日刊時四----ーー ーーー ーーー 由ー四日曲目申 ---ーーーーー 由ー時 冊目ーーーーーーーーー 回世世品叩四ーーーーーー ・ー回出品刊朝Fー -ーー.合同時四四戸ー ーー・自国自由時四日F 一ー一ー・ー町四回ー ーーーーー一ー』世由時時時
稲作機4煽fr有台 回線機 2 4 4 24 29 26 叫四時間F ーーーーーーーーーー』田』目即時四戸ーーーーーーーーー由同時 四四甲ーーーーーーー』 却制叫平田ー『ーーーー 一ーー』由時四甲田ーーー ーーー 司ー即時間四時『 ーー-咽回世時叩ー 『ーーーーー--時四肝 『ーーーーーー 即ー時叫 R ーーー ーーー ーーー】』圃.-
数 パインダー 22 30 27 20 21 15 品ー品即時四四四ーー ーーー ーーー ーーー・---働時四時戸ーー ーーー ーーー ーー -叫叩明叫ーー一一ーー ーー』世品曲目ー『ー 一ーーーーー 由ー時四時『 ーーーーーーーー由即時 四ーーーーーーーー世田 自問ーー一ー一一ーーー 時時同『ーーーー---時 押--ーーーーーーーーーー
(個人十共有) 自1見型コンパイン 7 13 24 27 27 ーーー園南世時四四四冊ー『ーー ーーー ーーー ーー司世時世刊叩戸ーー ーーー ーーー ーー世田四日早一ーーー ーーー 世ー由由時時間ー -ー ーー ・ 曲目『ーーーーーーー一 骨骨昨ーーー一ー 時叩四弔問『ーー -ー--由時間-_-_-ーーーーー
乾燥機 5 31 31 30 22 26 19 
農家人口(うち65歳以上)
男 170 144 130(16) 116(13) 96(11) 98( 6) 95(11) 
女 161 147 139(19) 124(24) 115(17) 111(18) 104(12) 
農業従事者数
男 99 73 61 58 
女 86 72 64 53 
農業就業人臼 男 77 29( 8) 15(① 1O( 2) 7( 1) 10( 3) 12( 5) 
(うち65.歳以上) 女 84 53( 3) 35( 4) 23( 8) 23( 9) 29( 4) 22( 3) 
表主幹的農業従事者数
男 72 25 12 7 4 6 5 
女 56 36 24 8 7 S 4 
農業専従者 男 22 16 6 4(一) 1(一) 4( 2) 
(うち65歳以上) 女 25 18 4 3(一) 1(一) 4(一)
兼業農家の出稼ぎ者数(うち女性) 30(一) 29( 1) 5(一) 12( 1) 3(-) 4(一)
自営兼業カ立魚業ーである 第 I種兼業 5 l l 
兼業農家数 第日稜兼業 12 13 16 15 15 14 
農業専f走者がいる農家数 30 19 7 3 1 4 
1tH: 196001三はr1960年世界農林業センサス結果被告(2)民家調査集務編j(佐賀県)， 1999年はti魚家実態調査(悉皆)，それ以外は終業
センサス集浴カード，農業集落別一覧表。
註:ーは該当?!!~し， ~2: tl~，1 は項 iヨ無しないし不明。
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16 小林恒夫
め，文字どおり農漁村としての性格を保持してい
ることである。それはD集落では，後述のように
厳しいながらもイワシ漁を主体とした手堅い漁業
が展開され，また急傾斜槻岡地帯でありながらも，
各農家はそれぞれ機械利用が十分可能な比較的良
好な広さ及び区画条件を備えた一定面積の棚田を
保有しており，また隣接の唐津-市の市街地までは
20km以上あり，通勤が若干不便であることも一要
因となって，農漁業がD集落の主要産業となって
いるからである。一方，本号別論文(註 1)で取
り上げた呼子出JB集落は，農地面積の未整備・狭
小及び漁業生産条件の厳しさ，及び唐津市市街地
まで10km余と通勤兼業が容易で、あることなどから，
集落の総世帯の6割弱が非農漁業(サラリ…マ
ン)世帯となってきている。
2つは，半農半漁世帯割合の高さである。農漁
家の仁tで占める半農半漁世帯割合は37%と比較的
い。これは「海と台地JVol. 10 (設2)で取り
上げた呼子町K集落の36%，行革と台地j本号別
稿の同UlJB集落の30%と同水準にある。なお「海
と台地」次号で取り上げる予定の肥前町O集落の
それは82%ととりわけ高い。このように見てくる
と，若干先走りすぎるが，住賀県東松浦半島臨海
地域の集落において，農業ないし漁業を営む世帯
の約3分の l程度が農業と潟、業の両方を営む「半
農半漁j世帯であるような農漁村が広く存在して
いると言うことができそうである。
3つは，しかし，文字通り「農業と漁業jの世
帯は 9戸と比較的多いが， I農業と漁業÷非農漁
業勤務」佐帝も 5戸形成され，半農半漁と言って
も今日では「農業と漁業Jの2就業という単純な
就業構造ではなくなってきている点も確認してお
きたい(註3)。そして，このような 3種以上の
一家多就業構造がむしろ半農半漁世帯の一般的タ
イプとなりつつあるように思われる。
eL:t~281 i 漁業201' 
初め7;;421i '-! 1 H.(司、-i勤め写(出漁業以外)181' ILJI也 4
図2 D集落全世帯の叢層的関係 (1999年)
(註 1)小林恒夫 (2000)参照。
(設2)小林t[j.犬 (1999)参!l日。
(設3);)1ゃ元康裕(1999)による I;，({¥家J統計の検討が参考と
なる。
3.農業展開と農家就業構造の特徴
一一向用牛複合経営と稲作単一経営への
2分化一一
D集落の農業の特徴は，一方で、肉用牛経営を主
体に 2ha前後の稲作を経営する世帯主夫婦専従な
いし 2世帯専従が2戸 (A，B) と施設園芸農家
(X)がl戸，言1-3戸の専業的農業経営が存在す
るが，その他はほほんどが 1ha未満の兼業稲作で
あり，農民層の 2分化傾向が見られることである。
しかし前者の専業的経営のうち， A農家は後継者
は農協に勤めており，将来方向は不明で、あり， 2 
世代農業専従経営の形成の鴎難性を示している
(註 1)。
他方，後者の稲作経営はY農家の230a以外は
全て100a以下の規模であるが，平均67aである
から，呼子町K集落の平均18a (註2)等と比較
すれば「極零細Jではなく，…定規模を経営して
いるとは言える。そして，表3に見るように，ほ
とんどの農家が稲作機械を 1セットずつ所有して
いるのは，そのことの反映でもある。しかし，こ
の程度の規模ではとうてい機械化貧乏から免れる
ことは不可能で、あるから，再編方向の模索も必要
と考える。
(註 1)捌EI地慌では耕地条件が得議1・米経flriであるため，鋭
模拡大や施設化が困 <<if~ なことから. f也のi也域とりわけ玉17.
m地域と比べ，茂君ミの自立的皮肉が凶球なことは事実で
ある。しかし，そのような中でも，災地条件にそれほど
縛られない施設税務J産の展開はl1J能であり，事実そのよ
うな lJi-1>'Uヵfリ1:1公il半j誌には少なくないことを，忘れではな
らない。 liiJ}.と台地J絞号では海浜捌問地祈での食業的
市政絞'li~\'の炭!日iの iJf.例釘Ix.り上げる予定である。
(註2)小林恒夫(1999)参照。
4.漁業の麗聞と漁家就業構績の特徴
(1) 佐賀県最大のイリコ製造(カタクチイワシ
漁)集落
D集落の漁業の特徴は，イリコ製造(カタクチ
イワシ漁)が主要な漁業経営体であり， しかも本
県最大のイ 1)コ産地であることである。そこで本
稿ではイ 1)コ製造を通じてD集落の漁業の特徴を
見てみたい。
まずD集落が佐賀県最大のイリコ産地である理
由は，本地誌がイリコ加工(註 1)の原料である
カタクチイワシの豊かなj魚、場に恵まれているから
にほかならない。なおD集落でイリコ漁が開始さ
れたのは江戸期ではないかと言われる。
半農半漁棚田j出荷におけるj芝漁家・ j長漁業の全体構図 17 
(2) イワシ漁 f網元制度J(雇用企業形態)と
「歩合制度」
企業形態は基本的に労働様式に規定される。た
とえば農業がほとんど家族経営であるのは家族単
位による労働様式が農業生産に適合的だからであ
る。ところでカタクチイワシ漁は 2般船曳網漁業
(註2)という漁法で行われるが，この漁法には
かつての手労働段階で、は総勢10人以上の入手を要
し，現在の機械化段階でも最低 5~7 人の入手を
要する。すなわち 2 般の網船に最低それぞれ 2~
3人(l魚、船操縦者と網作業者)と運搬船に 1人に
よる「分業と協業」が必要だからである(表紙
Photo 1参照)。このような労働様式は一家族では
組み得ない。そこで編み出された労働様式が， f網
元制度jと呼ばれる雇用制度である。これは企業
形態としては資本主義企業形態である。と言って
も，規模的には数名躍用， しかも季節麗用の極零
綿企業である。なお雇用者は海(船)上(イワシ
採捕)では男子が常時 3~5 名，陸上のイリコ製
造加工場では女子が数名雇用されている。
D集落にはイワシ漁「綱元Jが昔から 6体(f統J
と呼ばれる)存荘している。表4はその概要を示
したものである。
関連して，漁業は農業以上に豊閣の激しい産業
である。家族経営ならば不漁でも自家労賃の切り
下げによって切り抜けることが可能だが，資本家
的経営においては濯用労賃の切り下げは閤難を伴
う。そこで編み出された雇用労賃支払いシステム
表4 イワシ漁網元の労働力構成
が「歩合制度Jであるが， D集落のイワシ漁縞元
でもこの f歩合制度」が採用されている。その詳
細については(註3)紙帳の関係上省略したい。
D集落のイ 1)コ加工の原料(対象魚、)はカタク
チイワシだが，周知のように，マイワシは「魚種
交替」の典型事例であり豊凶が著しいことが指摘
され，また1990年代は減少期にあるとされている
のに対し，カタクチイワシは豊凶変動がそれほど
ではないと言われている(註4)。それはたしか
なようで， D集落でも1998年にカタクチイワシの
近年にない豊漁に遭遇した(図 3)。しかし，そ
の後はカタクチイワシ漁獲量は激減したという。
???
100000 一一鶴一一 生産額{松滞海箆)
一一+一一 漁獲塗(松，甫海区)
一一骨一一 漁獲鐙(抱前町)
10000 
1000 
100 ~ 
1975 1980 1985 1990 1995 2臼00
図3 カタクチイワシの漁獲量と生産額の推移
資料:佐賀農林水産統計年報(佐賀jJZ林統計協会)各年次版より。
(3) 複合漁業経習の形成
しかもカタクチイワシ漁のシーズンは実質9月
綱元 海上(網船)作業員 陸上(イ J)コ製造加工場)作業員
立A¥家 |止帝員 服用者 i仕千fi~ヨ 経用者
舌手Iユu仁'ヨ王 (年齢) 実人員メンバー (年齢) 延べ人目 (年荷台) 実人員メンバー (年齢) 延べ人日
T ut帯主 (50) Y父 (75)，Y世帯主 (53) 300人日 世帯主姿(43) Yli上荷主妻 (45) 60人白
長男 (21) G凶:帝主 (68)，E後継者 (20) ほ (74)
fむ集溶の者 (22)
R 1ま荷主 (50) C 世帯主 (67)，C後継者 (36) 270 世情主姿(44) Ci止荷主姿 (61)，1母 (63) 270 
長男 (23) b世帯主 (53) A世帯主姿 (59)
V 世帯主 (46) Zi出i1主 (64)，Z 後継者 (36) 360 経営主姿(42) zUt帯主姿(59)，YtlHW主姿(61) 270 
長男 (20) xt止???主(63)，他集落の者(30) FI手(61)
二男 (18)
Q lを帝主 (59) Lt止帝主 (64)，d後継者 (39) na l止宿主姿(45) L世帝主妻(62)，d後継者姿(39) na 
長男 (32) その他2名
S 世帯主 (47) W 世帯主(66)，他集落の25家(50) 200 i氏*主妻(45) wt止荷主姿 (62)，d I正常主妾 150 
父 (70) {也集落の大工 (52) (63) 
f也集落の父の友人 (65) 集落内のi，(主家婦人 (50)
じ 世帯主 (45) ら人 350 !止情主姿(43) 4人 280 
父 (65) 母(62)
五1:: ~.{(t~誌記号は表 2 ・ 3 ・ 7 と|司じ。
18 小林恒夫
から12月の4カ月聞に限られている。そこで，そ
れ以外のシーズンには図4のような諸々の漁業が
営まれている。 漁業は農業と異なり，専業的経営
(専業漁家)が多く，また今日趨勢的にも専業化
傾向を示している 5 )が， しかし専業的経営
の中身を詳細に見ると，それはシーズンの異なる
複数の漁業種類を組み合わせることによって年間
就業を確保しているのであり，決して 1つの漁業
麓類でもって専業的経営が成り立っているわけで、
はないことが分かる。そして，農業もそのような複
合部門のーっとして位置付けられているのである。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 12) J 
1;1'こi.(¥
立て斜漁 イワシ将兵'Ji.さ梓:Jif(¥
.~'f'J り(イサキ)漁
引1)し主将j魚
こ'ち剥漁
アワビ必需1¥
記長立て;yl1:1i[(t
図4 D集落における漁業種類別漁期(シーズン)
(4) i半農半漁j世帯(農漁家)の就業構造
一一農漁業の世帯継承とその条件
就業構造に関し，これまでの呼子町での事例
(註6)では，親世代は農業専従ないし農業主の
者が大半で，農業の主要な担い手であったが， D
集落では親世代の大半は農漁業から既にリタイヤ
しており，農漁業の担い手は経営主夫婦と後継者
に集中していること，すなわち，呼子町では世帝
-親世代が農漁業の担い手で，後継者世代の脱
農漁業化傾向が顕著に見られたのに対し， D集落
では農漁業の担い手が親世代から世帝主・後継者
世代にシフトし，後継者世代への農漁業継承が比
較的スムーズに行われているということが蓄えそ
うである(表5)。
そして，それにはD集落の漁業の手堅い展開が
背景となっている。このことは，後にD集落の棚
田が比較的良好な条件を背景に維持されているこ
とを述べるが，同様に，漁業も安定条件を確保す
るならば，その継承が可能となることを示唆して
いるものと考える。
(5) 青年漁業後継者の分厚い存在とその特徴
漁業経営の世代的継承を端的に証明する事柄は
青年漁業後継者(註7)の存在状況である。 D集
落には， 40歳未満の漁業専従青年が9名と比較的
多く存在している。
そこで，関連して表6に彼らの漁業経営に至る
経路を示した。高校は農業後継者と同様(註8)， 
普通高が大半だが，学卒後すぐに自営漁業に就く
者が大半であるという特徴をもっ O また，学卒後
講習所等の研修施設に行く者が少なく， Uターン
者も少ないといった点も，農業後継者との違いで
ある。それは漁業労働がいまだ裸の労働力を基本
とし，リタイヤ年齢が農業より低いこと(註9) 
等の労働様式の違いに起j悲している。
(註 1)イリコ加工にI!，¥JしてはiW:谷俊人(1995)pp. 43 -45参
!IH。
(1;主2) 2淑イワシ船曳網漁法については念日IW之(1994)
PP.135-136参照。
OH: 3) '1'-沢民(1973)PP.131ー 134によると歩合制度にも多
様な形態が存在している。
(註4)河井手nli(1999)参HH。
(註5):jl元政裕(1999)PP.32-37参H立。
(註6)小林恒夫(1999b)および小林恒夫 (20∞)参照。
(説7)漁業後継者にI!，¥Jする数少ない災態研究のrl"で、力IJW何1俊
(1988)が?に変参考となる。
(註8)小林恒夫(1998b)参!!言。
(註 9)小林恒夫(1999b)参!!言。
5.農地利用の変容
一一畑作と田作の披行的展開口畑地・ミカン
闇の放棄と棚田の維持一一
(1) 畑地・ミカン毘の放棄z 山林・原野化
一一海浜棚田地帯への純化一一
表7にD集落の農家ごとの農地の整備状況及び
山林原野保有面積を掲げ，図5にそれらの全体操
を図示してみた。
D集落の農地利用の第 lの特徴は，普通知立とミ
カン闘の放棄が著しく進んで、いることである。ミ
カン関面積はもともと狭小で、あったが，今日では
管理放棄され皆燕となっている。また普通畑も約
半分が放棄されてしまった。これらの放棄闇・放
棄畑はいずれ山林原野に戻っていく運命にある。
今や農地と山林原野とが隣り合わせに議している
のである。
こうして，かつては一定面積の畑地を擁してい
たD集落 (1970年の水田率62%) も，畑地面積の
半減・縮小の結果，今日では水田率が79%(属人)
に高まり， r海浜棚田地帯Jとしての性格を強め
ている。
半農半漁棚田地帯における農漁家-農漁業の全体構図 19 
親
?
漁業世帯の直系世帯員の世代別就業の特徴
続柄 i 父
年齢幅 I 65~89歳
就業状況 ICl，E3， M4 
表5
就業の
特徴
世
大半はリタイヤft 
44~73歳
B3， C8， Dl， 
???
続柄
年齢幅
就業状況?????
「農業もするが漁業が主J(C)が半数
(15人)， I農業が主で漁業もするJ(B) 
が若干名 (4人)で，全体として
「半農半漁j的就業が大半 (19人)
就業の
特徴
後継者の妻
24~39歳
Al， Cl， El， G2 
後継者続柄
年齢1高
就業状況
多様化
f農業も手伝うが
漁業が主J(C) 
が半数(6人)
就業の
特徴
?????
ilJ:・記号ー は就業状況で、表2参!1言。記号に付いた数字は人数。
漁業(農業)後継者の就業までの経路
青年
年齢
男兄
続柄
高校 学卒後の経歴
漁業(農業)の種類
記号 弟数 経類 研修機関 就業1手路
X 34 na 長男 ミま通 土木業就業後Uターン就農 施設花デ千
V 18 設I 一男 中学 学卒後自営漁業就業 イワシ(綱元)
V 20 註l 長男 商業 学卒後自営漁業就業 イワシ(綱元)
e 20 1 長男 普通(中退) 中退後自営漁業就業 タイ一本釣り
T 21 1 長男 建設会社半年就業後Uターン自営漁業就業 イワシ(綱元)
R 23 l 長男 部盈 高等水産講習所 講習後自営漁業就業 イワシ(綱元)
Q 32 l 長男 普通 学卒後自営漁業就業 イワシ(綱元)
Z 36 l 長男 1す日1r1判旦 学卒後自営漁業就業 ごち網，小型巻き総
a 38 2 長男 主手通 土建業6年間就業後Uターン自営漁業就業 ごち志向， イカ箆
d 39 1 |烹男 普通 学卒後自営漁業就業 刺し緋J，底引き網
表6
期の耕地整理事業によって面積拡大・区画整理が
行われたものも少なからず含まれ(註 1)，ほと
んど全てにおいてトラクタ一等農機具の導入が可
能であり，全体として比較的耕作条件が良好な点
が大きい。表7のように，実態調査の結果， D集
落の棚田は総面積が2，050aで487枚という回答を
得た。つまり l枚の平均面積は4.2aとなる。縦
横それぞれ20m毘画の萌積で、ある。これに比べ，
D地区以上の急、傾斜をもっ玄海昨H集落の場合
註 1 努兄弟2人そろって自営漁業就業。
fjJ: 2 : 11) 年記号は表2・表3の陛帯記号と対応している。
(2) 海浜撤回の維持
一一耕地整理事業による比較的良好な棚田の
形成一一
放棄が著しい普通畑・ミカン園に対し，棚田の
はうは耕作放棄は少なく，極めて良く維持されて
いる。その要因としては， D集落の撤回は，ほほ
全面績が2000年度から実施される f底接支払い」
対象地区に指定されているように，確かに，急、{頃斜
地に形成されているのであるが，その中には明治
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図 5 D地区の土地利用の全体構密 (1999年)
(註 2)は，棚田の総面積は2128aで612枚， 1 
枚平均は3.5aと厳しく， I、海と台地J次号掲載予
定の肥前町O集落の棚田も D地区間様急傾斜-不
整形，かつ狭小のため放棄されるものが少なくな
いが，それにはO地匿の概田は1523a'602枚で
あり l枚平均が2.5aと，いわば家庭菜園程疫の
狭さに大きく起因しているからである。
このようにみてくると， I海浜棚田地帯」と一
口に言っても，棚田(翻場)の整備条件はがとして
一様ではなく， D集落のように面積・区画条件が
比較的良好な地区と， 0集落のように面積が極め
て狭小で，かつ不整形な極めて悪条件な地区とが
存在していることに注意する必要がある。
(f;I: 1 )君主7の終報IiEElには， fi:記にあるように，耕地整理事業
によるものは含まれていない。耕地狭湾!卒業によるものは未
整備1:13に含まれているが，そのi立i務までは調子子していない。
(註2)小林恒夫 (1999a)参照。
エゼローグ一一むすび一一
本稿では海浜台地に多い半農半漁棚田地帯の農
漁業の存在実態の全体構図を描いた。その結果，
海浜棚田の生産条件も比較的良好なものから極め
て悪条件のものまで幅広く多様に存在しており，
D集落のように明治期の耕地整理事業の実施など
を伴った比較的良好な棚田はその維持確保の可諮
性が高く，また漁業の生産条件にも比較的恵まれ
ていることから，両々あいまって半農半漁構造が
持続的に再生産されてきている実態を見た。
こうして生産条件の整備・安定化が農漁業の展
開や持続的再生産の基本的条件となっていること
を確認することができた。
付記
農漁家調査に際し井上善弘・井上松治 .D生産
組合長はじめD集落の皆さんから多大なご協力を
いただき，また井本直人・把前町役場農林課長，
岩本常晴・伺水産課長，重富啓介・佐賀統計情報
事務所唐津出張所地区統計管からは関係資料やデ
ータのご提供を賜った。さらにイワシ漁綱元の皆
さんと漁協関係者には何回もの訪問調査で漁業の
実態を教えていただいた。記して，1:)、上の方々に謝
意を表したい。
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